
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

老朽化した施設の改修及び維持補修が中心であったが、平成27年度比で約３倍となった施設計画整備費を活用し、老朽化している施設
の修繕および必要な改修のほか、特別な支援が必要な児童生徒の学習環境改善にも積極的に取り組んでいく。

目標に対
する成果
の状況

計画通り修繕工事を行うことにより、児童生徒にとって安全安心な教育環境の整備を図ることができた。

63,600 153,508 139,116

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

1,583 1,583

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越 0

1,685

 概算事業費（B（A）+C）

61,945

区　　分（単位：千円） 27年度

合計（A)

概　算
人件費

0.20 0.20 0.20

1,655

142,778

補正予算 0 0 0

0 46,000

0

105,925

28年度

Aの
財源

151,925 137,533

0 0 0

38,000

61,004 99,533

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績
H28 H29

（当初） （決算） （当初）

施設計画整備 直接
１７校、５６か所（安全対策全般、プール、トイレの改修
等）

137,533 128,505 137,533

非常用自家発電機等の設備更新に係る負担金
（負担先：社会福祉法人信濃医療福祉センター）

14,392

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

学校教育法第80条
学校教育法施行規則第1条

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail tokubetsu-shien@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-1　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

　４安全・安心・信頼の学校づくり 実施期間 H20 ～

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針

施策展開

事業番号 １５ ０４ １７ 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 特別支援学校施設計画整備事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

課・局・室 特別支援教育課

達成－ 1校 1校

○学校施設の安全性の確保、適正な維持保全を行うことにより、教育環境の向上および施設の長寿命化を図る。

Ｈ28 H29
目標

　特別支援学校では、経年による施設設備の劣化が進んでいる。適切な維持管理、防災対策、機能改善等を目的とした施設設備の補修
工事等を計画的に実施することにより、児童生徒にとって安全安心な教育環境の整備を図る。

○経年による劣化に対応した補修等による学校施設の維持保全と教育環境の向上および施設の長寿命化が必要。
○一部の設備については、故障時の部品交換等が不可能なため、更新が必要。

共用設備更新に係る負担金 負担金

151,925 137,533
H27末

62,689
7校

29年度

0 0

当初予算 62,689

17校

－

14,273 0

合計 151,925 142,778

成果目標の達成状況

137,533

項目 H26末
目標 成果 達成状況

5校

－

施設整備を行う学校数

共用設備更新を行う学校数

17校 17校 達成
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